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現在、我が国において安全性が確認されたダイズ、トウモロコシなど55品目の遺伝
子組換え(GM)作物の商品化が可能になっている。
これまで我々はリアルタイムPCRを用いたGMダイズ、トウモロコシの定量法を開発
してきた。今回、高価なリアルタイムPCR装置を必要としない定量法である競合的
PCR法を用いたGMダイズ、トウモロコシの定量法を開発した。
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○高価なリアルタイムPCR装置を用いることなく、未知試料のGM混入率を推定する
ことが可能である。

研究の内容

技術の特徴

純粋なGM種子において、
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PCRPCR反応液中に、抽出反応液中に、抽出DNADNAサンプルに比べて競合プラスミドがサンプルに比べて競合プラスミドが
多い場合は、プラスミド由来多い場合は、プラスミド由来DNADNA断片が優先的に増幅されるが、逆断片が優先的に増幅されるが、逆

に抽出に抽出DNADNAサンプルが多いと、サンプル由来サンプルが多いと、サンプル由来DNADNA断片が優先的断片が優先的

に増幅される。に増幅される。
プラスミドとサンプルの量が同じプラスミドとサンプルの量が同じPCRPCR反応液では、増幅産物の量反応液では、増幅産物の量

は同じになるは同じになる ((等量点等量点))ので、これにより、サンプル中の内在性遺伝ので、これにより、サンプル中の内在性遺伝

子配列または組換え遺伝子特異的配列のコピー数を推定すること子配列または組換え遺伝子特異的配列のコピー数を推定すること
ができる。ができる。

抽出抽出DNADNAサンプルと、サンプルと、

段階的に希釈した競合段階的に希釈した競合
プラスミドを同じ反応液プラスミドを同じ反応液
中で同時に増幅する。中で同時に増幅する。
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